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公

共
下

水

道

の

一
部
供
用
開
始
を
前
に

８

下
水
道
は
。
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
大

切
な
公
共
施
般
で
す

。

本
町
の
公
共
下
水
道
も
、
い
よ
い
よ
四
月
一
日
か
ら
一

部
の
地
域
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
処
理
区
域
内

の
方
は
、
一
日
も
早
く
排
水
般
備
工
事
を
行
う
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事
の
手
続
き
と
、

排
水
般
備
等
整
備
資
金
利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は

３

年
以
内
に

公
共
下
水
道
か
完
成
し
、
仕
ん
で

い
る
地
城
か
処
理
区
城
に
な
る
と
、

く
み
取
り
便
所
は
．
三
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
、

排
水
設
備
は

６

か

月
以
内
に

台
所
や
浴
室
、
洗
濯
な
ど
の
汚
水

を
道
路
の
側
鳩
や
水
路
に
流
し
て
い

る
場
合
は
、
六
か
月
以
内
に
公
枇（
下

水
道
に
直
接
流
す
排
水
設
備
を
設
倣

し
て
く
だ
さ
い
。
排
水
設
備
は
、
町

で
指
定
し
た
工
事
店
と
み
な
さ
ん
と

の
契
約
で
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
の
施

工
に
当
た

。
て
は
、
工
事
内
容
か
適

正
か
ど
う
か
、
町
の
破
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備

確
認
申
請
は

排
水
設
備
の
ｒ

事
を
依
頼
す
る
桁

定
工
事
店
か
決
ま
っ
た
と
き
は
、
工

事
店
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の

工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

な
お
、
町
の
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
（
次
回
予
定
）
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

工

事

の
日

数
は

排
水
設
備
の
工
事
に
嬰
す
る
日
数

は
。
二
日
か
ら
二
日
ぐ
ら
い
か
標
準

で
す
。
そ
の
う
ち
、
ト
イ
レ
が
使
え

な
い
の
は
、
約
半
日
か
一
日
ぐ
ら
い

で
す
。

借
入
金

5
0万

円
ま
で

利

子
補

給

町
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
排

水
設
備
工
事
に
要
す
る
借
入
金
に
対

し
て
、
『
下
水
道
排
水
設
備
等
整
備

賢
金
利
子
補
給
制
度
』
を
設
け
ま
し

た
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
’

■
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
　
下
水
道
係

S
S
2
1
1
1
　
内
線
２
６
１

◆融資内容

●融 資 額　･ 世帯につき、50万円を限慶に融

資( アパート等については1(X)万

川限度)

●償還期間　３年以内の元金均蔀割賦償還

●利子補給 利子は、全額、町 が負担(無利子)

◆融資条件

●下水道排水没圈設置肘画確認を受けているこ

と

◆融資金融機関

福島信川金庫国見支店．東邦銀行国兄支店、

ＪＡ伊達みらい国見総合支店、

人東銀行梁川支店．福鳥銀行桑折支店

◆ご注意

●整爾資金の申し込みは。排水設備設置計画確

認申誚を提出するときに行ってください。

●巾請内容を審責し決定したときは「排水設仰

等整伽資命決定通知耆」を送付Ｌますので、

融資金融機関で手続きを行-､てください。



福 島 県

指
導
農
業
士
に

廣
居

さ

ん

青
年
農
業
士
に

阿
部

さ

ん

一
月
三
十
一
日
。
平
成
七
年
度
福

鳥
県
指
導
農
業
士
認
定
証
交
付
式
が

福
鳥
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
付
式
で
。
廣
居
重
夫
さ
ん

（
大
字
森
山
字
中
ノ
目
5
7）
が
。
福

島
県
の
指
導
農
業
士
に
認
定
さ
れ
、

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
農
業
士
は
、
優
れ
た
農
業
経

営
を
行
っ
て

い
る
農
業
後
継
者
の
育

成
磁
保
を
目
的
に
、
福
島
県
か
認
定

し
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
県
内
の
指
導
農
業
士
は
百

二
十
名
。
そ
れ
ぞ
れ
か
、
各
地
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

廣
居
さ
ん
は
。
昭
和
2
3年
生
ま
れ

の
む
歳
。
五
人
家
族
で
、
専
業
で
農

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

果
樹
と
水
稲
の
複
合
経
営
で
、
町

特
産
の
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
干
柿
、
水

稲
種
子
の
生
産
に
よ
っ
て
、
年
間
を

通
し
た
労
働
力
の
配
分
を
行
っ
て
い

ま
す
。

『
現
在
の
樹
園
地
構
成
を
今
後
は

リ
ン
ゴ
を
減
ら
し
。
モ
モ
と
カ
キ
を

増
や
し
、
水
輪
に
つ
い
て
は
受
託
面

積
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
』
と
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
す
。

な
お
。
昭
和
5
4年
か
ら
務
め
て
き

た
佐
藤
昭
元
さ
ん
（
大
字
西
大
技
字

牛
沢
2
1）
は
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
五
日
に
は
、
福
島
県
の
青
年

農
業
士
の
詔
定
証
交
付
式
が
郡
山
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
か
ら
新
た
に
青
年
農
業
士

と
し
て
認
定
を
受
け
た
の
は
、
二
十

九
人
。
そ
の
う
ち
の
一
人
か
、
阿
部

亨
さ
ん
（
大
字
大
木
戸
宇
熊
久
根
1
8）

で
す
。

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
4
0年
生
ま
れ

の
3
1歳
！

両
親
と
と
も
に
、
果
樹
と

水
稲
の
複
合
経
営
を
行

ぶ
』
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
活
躍
か
期
待
で
き

る
優
秀
な
後
雛
者
で
す
。

こ
の
呀
年
農
業
士
の
認
定
は
、
優

れ
た
農
業
経
営
を
行

い
、
意
欲
的
に

農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
青
年

農
業
者
の
育
成
確
保
を
目
的
に
、
福

鳥
県
か
吁
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
認
定
者
を
含
め
る
と
県
内

の
青
年
農
業
士
は
。
二
百
九
十
五
人

に
な
り
ま
す
。

指導農業士の認定要件

農業技術、経営管理能力に優れ、

自ら営む農業経営の内容 が、その

地城の水球i以上であること。

呀年農業の育成と指碑に理解があ

り、かっ、破極的な指導活動能力

かあること。

年齢は、40歳以h50 歳未満である

こと。

家族の協 力が僻られ、訝年農業者

の受人れ指導が可能であること。

青年農業士の認定要件

県が行う肖年農業者宵成研修を受

講していること。

一定の営農経験を持ち。かつ、将

来とも農業を実践し、地域農業の

推進者|こなると見込まれること。30

歳以上35歳未満の名。

竇年農業者の集Ｍ活動に積極的l二

参加し､中心的活動ができること。

第　50　回　愛　鳥　週　間

全国野鳥保護の集い記念式典

参 加 者 募 集

愛
鳥
週
間
の
中
心
行
事
と
し
て
、

野
鳥
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
人
と

野
鳥
の
共
生
に
つ
い
て
考
え
る
第
5
0

回
愛
鳥
週
間
『
全
国
野
鳥
保
護
の
集

い
』
記
念
式
典
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

★
開
催
日
時

平
成
８
年
５
月
1
2
H（
日
）

午
前
９
時

★
開
催
場
所

安
達
郡
大
玉
村

福
島
県
県
民
の
森

★
式
典
内
容

ウ
エ
ル
カ
ム

ー
ア
ト
ラ
ク
シ

ー
／

愛
鳥
遊
戯
．
愛
鳥
宣
言
ご
紀
念
放

鳥
、
植
樹

＊
昼
食
・
記
念
品
を
用
意
し
ま
す
．

★
主
催

環
境
庁
、
（
財
）
日
本
鳥
獣
保
護

連
盟
、
福
畠
県

★
募
集
期
間

蔘
成
８
年
２
月
Ｉ
ロ
～
３
月
1
5日

★
募
集
人
員

六
百
人

★
申
込
方
法

官
製
（

ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

★
申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
６
０
－
７
０

福
島
県
庁

森
林
整
備
課

髫
剛
7
4
3
4



中
国
研
修
紀
行
(2)

国
見
町
農
業
委
員
会
長

賀
　

藤
　
　

貞

三
日
日
で
あ
る
．
午
前
中
は
、
九

千
九
百
も
の
部
屋
が
あ
る
故
宮
（
紫

禁
城
）
、
百
万
人
か
一
堂
に
集
え
る

天
安
門
広
楊
．
皇
帝
か
冬
至
の
日
に

天
帝
を
祀
っ
た
自
大
理
石
造
り
の
円

壇
が
あ
る
天
壇
公
園
の
見
学
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
。
中
国
の
歴
史
の
深

さ
と
大
陸
的
な
雄
大
さ
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
天
安
門
広

場
で
は
。
建
国
記
念
日
か
近
い
こ
と

も
あ

ご
气

記
念
行
事
の
準
ｉ

に
忙

し
い
。

そ
の
後
、
ｆ
定
に
は
な
か
っ
た
こ

と
だ
が
、
北
京
大
乍
付
属
病
院
で
気

功
術
の
実
演
を
見
学
す
る
。

午
後
、
北
京
空
港
で
二
つ
の
班
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
卜
的
地
へ
向
か

私
は
第

。
班
。
い
よ
い
よ
柿
載
培

に
つ
い
て
の
研
修
か
始
ま
る
。
中
国

農
業
の
輿
の
姿
を
こ
の
口
で
確
か
め

ら
れ
る
か
と
思
う
と
川
待
で
胸
か
躍

る
、

車

窓

か

ら

の中
　
　
国

さ
て
。
中
圃
の
公
共
交
通
機
関
は

決
し
て
時
川
ど
お
り
に
勧
か
な
い
。

北
京
空
港
で
乗
り
込
ん
だ
緩
行
槻
も

一
時
間
遅
れ
で
離
陸
。

片
鳥
へ
着

い
て
後
、
専
川
パ
ス
で

な
州
へ
向
か
う
。

青
州
に
着
く
の
は
夜
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
ま
で
の
叫
、
車
窓
か
ら
巾

川
を
見
つ
め
る
。

川
べ
り
に
、
午
後
の
鵬
を
浴
び
な

が
ら
、
足
踏
み
で
洗
濯
を
し
て
い
る

女
性
た
ら
か
い
る
。

静
か
な
町
僥
み
か
途
切
れ
る
と
野

菜
畑
か
見
え
て
く
る
。
白
菜
、
人
参
、

大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
駄
野
菜
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。

緯
贋
は
秋
田
県
と
同
じ
と
い
う
か

ら
、
畑
の
作
物
は
国
見
町
と
ほ
ぽ
同

じ
な
の
だ
ろ
う
。

青
州
ま
で
は
三
百
㎞
。
地
平
線
ま

で
ま
・
す
ぐ
に
伸
び
た
片
側
三
車
線

の
高
速
述
路
を
、
バ
ス
は
ひ
だ
走
る
。

途
中
。
見
渡
す
限
り
の
コ
ー
リ
ャ
ン

畑
が
現
わ
れ
て
は
消
え
、
消
え
て
は

現
わ
れ
る
。

道
路
の
両
側
に
円
十
戸
か
ら
五
卜

↓卩
、
あ
る
い
は
百
戸
ほ
ど
の
集
落
か

一
。ｔ
㎞
ご
と
ぐ
ら
い
に
点
在
す
る
。

地
平
線
の
彼
方
に
沈
む
夕
日
。

ポ
プ
ラ
並
木
を
ロ
バ
に
荷
車
を
牽

か
せ
た
農
夫
か
、
ゆ

Ｉ
た
り
と
歩
い

て
い
る
。
家
に
着
く
頃
に
は
、
と
Ｊ

ぶ
り
と
日
か
暮
れ
る
だ
ろ
う
に
。
急

ぐ
ふ
う
で
も
な
い
。
人
ら
か
な
の
で

あ
ろ
う
。

中
国
は
広
い
。
次
の
目
的
地
へ
と

移
動
す
る
の
に
。
時
間
が
か
か
る
。

こ
の
日
も
そ
う
で
あ
る
。
商
速
道
路

か
ら
一
般
道
へ
入
っ
た
頃
に
は
、
あ

た
り
は
ま
っ
暗
に
な
っ
て
い
た
。
何

せ
明
か
り
か
ほ
と
ん
ど
な
い
。
加
え

て
、
か
な
り
強
い
雨
ま
で
降
り
出
し

て
き
た
。
そ
ん
な
中
を
、
パ
ス
は
ラ

イ
ト
の
明
か
り
だ
け
を
輔
り
に
、
猛

ス
ピ
ー
ド
で
宿
舎
へ
と
急
ぐ
。
心
細

い
限
り
で
あ
る
。

三
時
間
ほ
ど

バ
ス
に
揺
ら
れ
、
よ

う
や
く
ホ
テ
ル
へ
到
着

。
外
閥
人
呼

川
の
ホ
テ
ル
な
の
で
。
宿
泊
す
る
に

は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
縫
示
か
必
嬰
だ
と

い
う
。
珍
し
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

山
東
省

食

品

出

口

青

州

公

司

と
の
交
流

ゆ
っ
く
り
寛
げ
る
か
と
思
い
き
や

夕
食
は
ホ
テ
ル
と
は
別
の
所
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
だ
と
い
う
。
ま
た
バ
ス

に
釆

こ
ヽ
し
ば
ら
く
か
か
る
の
で
あ

る
。そ

こ
で
は
、
山
東
省
食
品
出
口
齊

州
公
司
の
倹
ａ

た
ち
か
、
私
た
ち
を

歓
迎
し
て
く
れ
る
と
い
う
『
。
予
期
し

て
い
な
か
､

 
0で
あ
る
。
日
本
で

言
え
ば
食
品
輸
出
会
阯
の
重
役
に
当

た
る
方
た
ち
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
初
め
て
の
公
式

女
流
の
場
と
な
・

た
の
で
あ
る
「
。
公

司
側
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
、
冨
永

町
長
が
答
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
。

饗
さ
れ
た
も
の
は
川
舎
風
の
中
国

料
理
で
あ
る
・

ニ
ワ
ト
り
の
頭
、
バ
ｙ

夕
の
カ
ラ

揚
げ
、
サ
ヤ
か
黄
色
に
な
っ
た
ゆ
で

豆
な
ど
か
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
。

懇
鮫
は
、
な
ご
や
か
に
す
す
み
、

夜
は
、
ゆ
・
く
り
と
更
け
て
い
く
。

（
次
号

へ
続
く

）



捨てれば ごみ 手問をかければ立派な 資源!

国見町ごみ減量化・再生利用

等推進協議会を設置

岡
見
町
で
は
、
年
々
、
増
加
す
る

ご
み
の
城
趾
化
と
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
に
。
『
川
見
町
ご
み
破
徼
化
・

再
生
利
用
等
推
進
協
巌
会
』
を
設
置

し
ま
し
た
。

二
月
七
日
。
こ
の
協
議
会
の
初
め

て
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

冨
永
町
長
か
、
三
十
二
人
の
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
。
討
議
で
は
、
現

在
の
ご
み
処
理
の
状
況
、
資
源
化
状

況
に
つ
い
て
説
明
、
今
後
の
方
策
に

っ

い
て
意
見
が
女
わ
さ
れ
ま
し
た
．

｀
’
同
の
会
議
で
ま
と
め
ら
れ
た
ぐ

成
人
年
度
以
降
の
国
見
町
の
ご
み
問

題
へ
の
取
り
組
み
竹
ｆ
は
．
次
の
と

お
り
で
す
．

一
　

ご
み
を
出
す
人
の
青
任
を
明
確

に
す
る
た
め
『
町
指
定
ご
み
袋
』

を
導
人
し
、
収
集
す
る
こ
と
．

二
　
古
紙
哨
．
空
き
缶
、
空
き
ぴ
ん

な
ど
の
資
源
ご
み
の
．再
生
利
川
を

促
進
す
る
た
め
、
資
源
回
収
団
体

報
奨
金
交
付
事
業
の
活
用
を
、
よ

り
瞶
極
的
に
巡
め
る
こ
と
．「．

一
‘．

設
置
予
定
の
空
き
缶
回
収
陂
の

活
川
を
図
る
こ
と
．

川
　
以
上
の
こ
と
を
火
践
す
る
た
め
、

各
町
内
会
ご
と
に
『
ご
み
減
最
化

推
進
貝
』
を
置
く
こ
と
．

町
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら

一
資

源
回
収
団
体
報
奨
金
交
付
事
業
』
を
、

平
成
五
年
咳
か
ら
「
生
ご
み
処
理
容

器
「
コ
ン
ポ
ス
タ
こ

般
置
費
補
助

事
業
」
を
行
い
、
ご
み
の
資
源
化
と

減
錻
化
に
取
り
机
ん
で
き
ま
し
た
。

蔘
成
四
年
唆
か
ら
、
伊
達
地
方
衛

生
処
理
絵
（
口
の
町
負
担
金
は
、
そ
の

町
か
搬
入
す
る
ご
み
の
量
に
よ
っ
て

算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
せ
ば
、
こ
の
負
担
金

も
減
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
み
の
減
量
化
と
再
生

利
川
に
ご
協
力
を
お
噸
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課
　
生
活
環
境
係

雲
剪
2
1
1
1
　
内
線
１
３
３

国見町のゴミ搬出 量の推移

資源回収団体報奨金交付事業

子ども会､Ｐ.Ｔ.Ａ. やその他の地域住民で構成する団

体が、自主的に資源（新聞。雑誌、ダンボール、衣類、

ピン。アルミ、錮など）の回収活動をする場合に報奨金

を交付します。

｜㎏あたり５円。

営利目的の団体は、該当しません。

生ごみ処理容器設置費補助事業

町かあっ旋する「家庭用生ごみ処聡容器」を設贋する

場合に、その経費の半額を補助します。

１世帯ｌ 容器まで。

生ごみ処理容器とは、土の中にいる徹生物の力をかり

て、生ごみを分解し、減少させ、肥料にする容器です。

事業系の生ごみ排出者は、該当しません。



引
揚
者
・

恩
給
欠
格
者
の
方
へ

総
理
府
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
。
恩
給
欠

格
者
や
引
揚
者
の
方
に
対
し
て
。
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
の
贈
呈

事
楽
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
揚
者
の
方
へ

大
戦
の
終
結
に
伴
い
、
本
邦
以
外

の
地
城
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
方
の

う
ち
、
「
引
楊
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
の
支
給
に
闃
す
る
法
律
』
に

よ
る
特
別
交
付
金
を
受
給
さ
れ
た
方

に
、
平
成
三
年
度
か
ら
書
状
の
贈
呈

を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
書
状
の
請
求
期
限
は

平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

恩
給
欠
格
者
の
方
へ

恩
給
法
で

い
う
旧
軍
人
軍
属
で
も

っ
て
、
年
金
恩
給
や
共
済
年
金
を
受

け
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
の
う
ら
、

外
地
勤
務
縄
験
か
あ
り
、
加
算
年
を

含
め
た
在
職
年
か
三
年
以
Ｌ
の
方
に

対
し
て
、
平
成
冗
午
度
か
ら
書
状
と

銀
杯
な
ど
の
附
呈
を
行
コ

廴
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
七
年
度
か
ら
は
、

対
象
者
の
範
囲
か
拡
大
さ
れ
、
外
地

勤
務
樫
験
か
あ
り
、
加
算
年
を
含

め

た
在
職
年
が
二
午
未
満
で
、
実
在
職

年
が
一
年
以
上
の
方
に
も
、
書
状

と

銀
杯
か
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■
誦
求
書
類

請
求
右
は
、
平
和
听
念
事
業
特
別

基
金
の
ほ
か
、
福
鳥
県
高
齢
福
祉

課
及
び
国
見
町
保
健
柵
祉
課
に
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
、
請
求
書

類
の
受
理
及
び
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
福
鳥
県
や
国
見
町
の
担

当
課
で
は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご

ｒ

承
く
だ
さ
い
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
１
１
２

東
京
都
文
京
区
人
塚
５
の
３
の
1
3

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

【
恩
給

欠
咯
者

関
係

】

・
業
務
第
一
課

雪
０
３
（
3
9
4
5
）
4
7
0
4

【
引

柵
者

関
係
】

・
業
務
第
二
課

酋
０
３
（
3
9
4
5
）
4
7
0
3

平成７年国勢調査

人口あてクイズ入賞者

国見町の人口は

11,736人

平成７年国勢調査の集計結果か出 ました。

10月ＩＨ現 在の国兇町の人口は、ll . 736人でした。

国勢調査に先立ち募集した、岡見町の人口あてクイ

ズの入賞者が決まりましたので、お知らせします。

多数のご応募ありがとうございました。

■１　辱（図 政春　10,00 0円分〉

佐 藤　 茂　姐さん（予想人口　い .834人）

■２　等（図書券　5.000 円分〉

中　山　 アツオさん（予想人口　日 .835人）

豊　野　 芙美枝さん（　　　 同　　　 ）

■３　等（図書券　3.  開 0円分）

瀬 戸　 新 蔵さん（予想人口　.836 人）

商　鳴　智思美さん（　　　 同　　　 ）

角　田　 沙 織さん（　　　 同　　　 ）

届
け
ま
し
ょ
う

か
ん
が
い
農
地
の

面
積
等
異
動

土
地
改
良
区
費
の
水
利
費
賦
課
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
の
農
地
面
積
を

基
準
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

輿
地
面
碕
等
に
異
動
の
あ
り
た
場

合
は
、
次
の
と
お
り
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
等
に
よ
り
所
有
権
に

異
動
か
あ
っ
た
場
合

・
地
Ｋ
除
外
を
す
る
場
合

・
経
営
移
譲
等
に
よ
り
、
名
義
変
更

を
し
た
場
合
（
死
亡
の
場
合
を
含

む
）

・
農
地
の
貸
借
か
行
わ
れ
た
場
合

（
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
破
認
し

て
く

だ
さ
い
）

■
届
け
出
期
限

平
成
８
年
３
月
2
9卩
ま
で

■
届
山
先
・
問
い
合
わ
せ
先

桑
折
町
字
西
段
1
9

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

酋
茹
2
3
1
9



『
国
の
教
育
口
ー
ン
』

受

付
1

1
1

受
験
シ
ー
ズ
ン
本
番
で
す
。

入
学
賢
金
に
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

必
要
な
日
ま
で
に
お
手
元
に
資
金

か
届
く
よ
う
、
事
前
の
お
申
込
み
を

お
勧

め
し
ま
す

。

■
問
い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
福
鳥
支
店

融
資
相
談
係

ｓ
ａ
2
3
4
1

■ 融資額・返済方法等

融　 資　 額 �学生・生徒ひとりにつき150 万円以内

返 済 期 間 �８年以内　

交通遺児家庭及ぴ母子家庭の方については、１年の延

長が可能です。

据置期間　

在学期間以内で．元金の据置ができます。ただし、最

長４年（返済期間に含まれます）

利　　　　 率 �年3.25 ％

返　 済　方 法 �毎月元利均等返済　

ボーナス月の増額（融資額の２分の１以内）、ステッ

プ返済（段階的に増額）もできます。

観月台文化情報

谷 津 三 雄 健康講演会

３
月
３ 日 （

日
） 午後

２
時

入 場 無 料
国 兇町出身。

福島のテレビ|､4が制作するワイド番組で、「健康教童コー

ナーｊ を受け持 ち、ユーモアたっぷりで。わかりやすい健康

法の解脱をしている。また。在京のテレビ局の番組にもたび

たぴ出演し、広く知られる人となる。

国 見町での麻演は、平成６年４月に続き、２度目である。

●日本大学歯科、医学部を卒業。

●日本大学総合科学研究所教授、昭和大学海学部客員教授、奥羽大学歯学部非常勤講師、日本歯科医

史学会理事長、日本医史学会理事などを歴任。

●「医科学大事典」、「曲学史資料図鑑」、「即効ツボ瞭法入門」。「即効手のひらツボ僚法」、

「決定版谷津教授の７円療法」などの著書がある。

■問い合 わせ　国 見町教青委員会　 生涯学 習課　 文化振興係　登8  5 ｰ 2 6 7 6



PUBLIC

HA

LL

N
E
W
S

公
民
館
だ
よ
リ

国

見
町

公

民

館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
巧

ｅ
　

卿
2
6
7
6

F
A
χ

啣
2
7
0
7

卒
寿
や
米
寿
な
ど
を
た
た
え
る

～

阿

津

賀

志
学

級

寿

祝

い

新

年

会
～

阿
津
賀

志

学
級

の
み

祝

い
新
年
会

は

一
川

卜
八
口

、
観
月

台
文

化

セ
ン

タ

ー
ホ

ー
ル
で

関
か

れ
、

卒
寿

、
米

寿

、
μ

寿

、
古

希
の

．．．十

七
人

を
祝

い
ま
し

た
．

学
級

生
約

二
百
三

丿
人

か
川
席

村
Ｌ

新
古

学
級

委
Ｈ
‥’長
と

鈴
木
捷

冶

公

民
館

長

が
あ

い
さ

っ
し

、
来
賓

の

Ｗ
皿
永
武

夫
町

長
、
古

田
久

男
町

議
会

議

長

が
睨
辞

を
述

べ
ま
し

た
．

続

い

て

、
村
上

委

員
長
か

数
え
で

九

十
歳

を
迎
え
る
卒
寿
の
菊
地
キ
ク
き
ん
ら

に
賀
詞
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
長
牟

を
睨
禍
。
該
肖
者
を
代
表
し
て
喜
み

の
斎
藤
萸
郎
さ
ん
か
『
生
涯
学
習
な
・

続
け
な
か
ら
有
意
蔵
な
余
生
を
送
り

た
い

』
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

該
肖
者
全
日
で
記
念
搬
影
し
た
あ

と
、
ア
Ｆ
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ

れ
た
藤
踊
会
の
杵
さ
ん
に
よ
る
舞
獅

を
観
賞
し
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過

ご

し
た
ほ
か
、
別
宝
で
昼
食
を
愈
べ
な

が
ら
、
一
乍
の
飛
躍
を
誓
い
介

い
ま

し
た
。

べ
″
年
度
の
み
呪
い
該
当
荐
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　

（
敬
称
略
）

●
卒
刀

菊
地
キ
ク
、
佐
藤
誠
八

●
米
寿
　
後
勝
ヨ
シ
ミ

●
喜
寿
　
岡
本
（

ナ
皀
卜
六
名

●
古
希
　
仲
野
ク
ラ
他
十
六
乞

盤
上
に熱

戦
を
展
開

公
民
館
七
催
、
町
囲
捧
同
好
会
と

町
将

哄
川

好
き

後
限

の

、
第
四

川
町

長
杯
囲
抓

・
将
哄

人
べ
．か

か
二

り
四

日

、
観
川

台
や
｀
化

セ
ン

タ
『
．で

開
か

れ
ま
し

た

技
術

の
向
Ｌ

と
親

善
を

凵
的

に
開

か
れ
、
川

採

の
部

に
卜

六
人
、
将

哄

の
部
に

ミ
1‐
人
か
参

加
し

ま
し

た

廴

会
妊

の
冨
永

武
大

町

鍵
の
あ

い
さ

二

占

………
久
刃

町

議
会
謎

長
の

祝
辞

に
っ

づ
き
、
外

篇
判

鍵
か
ら
吋
Ｑ

ｈ

の
江
意

が
あ

り
、

火
力

別
に
Ａ

、
Ｂ

級
の

．
．
ク
ラ

ス
に

分
か

れ
、

‐‐
人
．ｋ

局
ず

っ
対
戦

を
行

い
ま

し
た
．

盤

を
は
き

ん
で

向
き
（
口
一

た
忿
朏

社
の
皆

さ

ん
は

．
町
内

匸

を

決

め

る
に

ふ
さ
わ

し

い
好
碼

負
か
・
繰

り
広

げ
ま

し
た

成
績

は
次

の
と

お

り
で
す

（
敬
昨
略

）

◇
川
柞
の
部

▽
Ａ
級

優

勝
　

八
島
　
英
雄

碓
優
防
　

木
谷
　
咆
哮

第
一
位
　

幻
田
　
善
治

第
二
位
　

村
上
　
仙
一

勧
．
．．位
　

佐
藤
　
則
眼

▽
Ｂ

級
優

飭
　

佐
藤

豊
治

凖
優
勝
　

渡
部

直
人

第

．
位
　

鈴
私
　
一
成

第
一
．
位
　

峨
田
　
斯
長

第
．．．位
　

平
坪
　
賢
治

◇
将
棋
の
部

▽
Ａ
級

優
　
笏
　

高
４
　

富
男

凖
優
防
　

近
葎
　
文
彦

篇
一
位
　

小
休
　
健
二

濆
一
．
位
　

胴
沢
　
征
司

第
二
位
　

吉
田
　
倉
治

▽
Ｂ
絨

優

鴨
　

ぺ
を

晞
司

準
優
防
　

川
中
　
正
雄

第
一
位
　

阿
蘇
　
和
三

第
こ
位
　

津
Ⅲ
　
．
皀

第
三
匳
　

赤
坏
畑
直
明

ス
パ
イ
ラ
ル
テ
ー
プ

療

法

講

習

会

町
体
育

協
会

と
家

庭

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
部
Ｌ

催
、
国

見
郵

便
Ｑ

と
公
民

館

の
後
援
で

、
話

題
の

「
ス

バ
イ
ラ

ル

テ
：

ブ
療

法

‘
に
つ

い
て

学

ぶ
溝

習

会

が

．
月

．
．
十

‐１
川
、
観
川

台
文

化

セ
ン
タ

ー
で
開

か
れ

ま
し

た

ス

パ
イ
ラ

ル
テ

ー
プ

は
、
細

い
テ

・
‘・
ブ
を

体
の

一
郎

に
網

目
状

に
張
る

こ

と
で

、
骨

格
を

支
え

る
肪
肉

の

バ

ラ

ン
ス

を

調
え
、

運
助

能
カ
ア

″
プ

や
け

が
な

ど
に
威

力
を

兇
揮
す

る
テ

ー
プ
で

す

。
別
名

『
魔

法
の
テ

』
』プ

」

と
も
吁

ば

れ
、

近
年
ス

ポ

ー
ツ
界
や

陸
学
界

な

ど
で
人

き

な
注
目

を
浴

び

て

い
ま
す

。

溝

習
会

は
、

広
く

一
般

に
も
参
加

を
吁

び
掛
け

、

ス
ポ

ー
ツ
愛

好
者
な

ど
約

百
十

人

が
参
加

し
ま

し
た

。
溝

師

に
は
療

法
の

第
一

人
者
で

上
藤
接

肴
院

（
仙

台
市

）
を
闘

業
す

る
工
藤

健
人

さ
乂

を
迎

え
、

ス

パ
イ
ラ

ル
テ

ー
プ
の
原

理
や

使
用

法

に
つ

い
て

実

演

を
夊
え

な

が
ら
の

細
か

い
指
導

に
、

参

加
者

ら
も
熱

心

に
聞
き

入
り
、

充

実

し
た
講
・習
会

と
な

り

ま
し
た
、



幼
児
期
の
し
つ
け

に
つ
い
て
学
ぶ

去
る
一
月
九
日
、
国
見
東
部
高
齢

者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
二
回
係
育
て
学
級
か
闘
催
さ
れ
ま

し
た
。

あ
い
に
く
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
大

へ
ん
寒
い
日
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

十
二
人
の
方
が
参
加
し
熱
心
に
学
習

し
ま
し
た
。

講
師
に
。
元
福
鳥
市
社
会
教
育
指

導
員
で
現
在
は
飯
坂
恵
泉
幼
稚
園
艮

で
あ
る
佐
藤
キ
イ
先
生
を
お
招
き
し

て

’幼
児
期
の
し
つ
け
」
と
題
し
た

講
話
と
『
孫
と
の
ふ
れ
あ
い
体
操
』

の
実
技
を
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
話
の
内
容
は

一
　
家
庭
が
も
っ
て
い
る
五
つ
の
教

青
力

二
　
や
る
気
を
育
て
る
し
つ
け

三
　
子
ど
も
の
心
か
傷
つ
く
こ
と
ぱ

四
　
子
ど
も
の
好
き
な
こ
と
ば

五
　
幼
児
期
の
性
教
育
に
つ
い
て

な
ど
な
ど
、
先
生
か
家
庭
や
幼
稚
園

で
休
験
し
た
具
体
的
な
実
例
を
挙
げ

な
が
ら
わ
か
り
易
く
話
し
て
ド
さ
い

ま
し
た
。

子
育
て
の
責
任
は
も
ち
ろ
ん
親
に

あ
り
ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ

さ
ん
は
脇
役
で
す
。
し
か
し
、
息
子

や
嫁
か
困
『

て
い
る
と
き
。
間
違
っ

て
い
る
と
き
は
遠
慮
せ
ず
に
助
言
・

支
援
を
し
て
や
る
こ
と
か
大
切
だ
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
の
後
は
、
ボ
ヶ
防
止
に
も
っ

な
が
る
孫
と
一
緒
の
ふ
れ
あ
い
体
操

を
し
ま
し
た
。

口
を
大
き
く
開
け
て
話
す
早
口
言

葉
や
、
今
は
懐
し
い
お
手
玉
や
ボ
ー

ル
を
使
・
た
遊
び
を
童
心
に
返
っ
て

楽
し
み
ま
し
た
。

先
生
の
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
ご
指

導
に
つ
い
つ
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

親
子

で

ス
キ
ー
を
楽
し
む

公
民
館
主
催
の
『
親
子
ス
キ
ー
教

室
い
は
一
月
二
十
八
日
、
二
本
松
塩

沢
ス
キ
ー
場
で
閧
か
れ
ま
し
た
．

ス
キ
ー
教
室
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
を
身
に
つ
け
た
ニ
ト
三

人
の
親
子
か
参
加
。
ス
キ
ー
は
初
め

て
と
い
う
人
６

い
ま
し
た
が
、
町
体

協
山
岳
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
貝
か
ら
歩
き

方
や
転
び
方
な
ど
の
指
邪
を
受
け
、

汗
を
か
き
な
が
ら
熱
心
に
練
習
に
励

み
ま
し
た
。

昆
食
の
あ
と
は
親
子
で
思
い
思
い

に
自
由
に
滑
り
、
観
と
子
が
心
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
、
冬
の
一
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

手
作
り
料
理
で

新
年
を
祝
う

成

人
学
級

の
調

理
実
習

は
一

月
十

一

卩
、
十
八
人

の

学
級

生
か
出

席
し

て
観

月
台
文

化
セ

ン

タ
ー
で
行

わ
れ

ま
し

た
。

福

島
市
東

郎
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー

栄

養
十
の
杉

崎
一

江
先

生
を
琳

師

に
、

『
卵

の
落

と
し
蒸

し

』『
か
き

の
ホ
イ

ル

焼
き

‘『
た
こ

と
き

ゅ
う
り

の
キ

ム

チ
あ
え
」｛
鷄
の
な
ぺ
照
り
焼
き
｝
の

四
品
に
挑
戦
し
、
男
性
む
見
事
な
椀

仙
で
料
理
し
て

い
ま
し
た
。

続

い
て
新
年
会
を
開
き
、
手
作
り

の
ご
ち
そ
う
を
食
べ
な
が
ら
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

新
　

着
　

図
　

書
　

案
　

内

～

観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー
図

書

室

～

み
な
さ
ん
の
ご
利
川
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

口

般
図
書
一

ソ
フ

彳
１
の
世
界
　

ゴ

ル

デ

ル

（

Ｉ
ブ
の
写
真
図
鑑
　
ブ
レ
ム
ネ
ス

は
匕
め
て
の
桧
て
が
み

増
田
恵
美
ｆ

旅
を
す
る
木
　
　
　

星
野

道
夫

絵
で
わ
か
る
サ
。
カ
ー

藤
田
　
一
郎

脇
役
誕
生
　
　
　
　

花
澤
　
徳
衛

推
理
小
説
代
表
作
選
集

講

談

社

介
子
推
　
　
　
　
　

宮
城
谷
Ｍ

光

能
の
契
り
　
　
　
　

服
部

具
澄

（

プ
ス
ブ
ル
ク
の
宝
剣
藤
本
ひ
と
み

〔
児
童

図
霧

〕

ノ

ヴ
ボ
？

、ニ
シ
リ
ー
ズ
　

く
も

ん
出
版

み

つ
け

た
／
し

ぜ
ん

の

な

か
で

シ
リ

ー
ズ

つ
ば
さ
を
も
・
た
恐
岻
族

ド
キ
ド
キ
心
ぞ
う
の
研
究

世
界
の
昔
ば
な
し
シ
リ

ー
ズ

卮
の
孑
ラ

″
キ
ー
と
音

楽
師

壁
の
む
こ
う
か
ら
き
た
叭

ヒ
ル
ク
レ
ス
ト
の
娘

た
ね

シ
リ
ー
ズ

詩
の
敵
歩
道
シ
リ
ー
ズ

子

ど
も

に
よ
る
子
ど
も

の
た
め
の

’子
ど
も
権

利

條
約
」

大
日
本
図
１

福
音
館
書
店

小

峰

書

店

岩

波

番

店

”
　

″

理
　
論

吐

小
　
学

館

行 事 のお 知 ら せ

月�日 �曜 � 行　　　　　　　 事

３ �

１ �金 �

子ども移動図書館（藤川小３年）

���成人乍級委Ｕ会

�５�火 �子ども移動図３館（藤剛小２１０

�６�水 �子ども移動図書館（小坂小｝

�７�木 �１ども移動図恋綰（森江野小｝

�11�月 �子ども移動図書館（小坂小）

�12�火 �了･ども移動凶書館（大木戸小）

�13�水 �くにみ女性教室（運営委與会）

�14�木 �子ども移動図書館（藤田小１年）

�15�金 �阿津賀志学級（役員会）



わ

だ

い

い
ざ
と
い
う
と
き
に

備

え

て

一
月
二
十
六
日
。
岡
見
町
消
防
団

｛
佐
藤
忠
笑
団
畏
｝
に
よ
る
消
防
団

訓
練
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
月
台
公
園
に
、
十
四
台
の
消
防

ポ
ン
プ
自
助
車
が
集
合
。
団
褫
八
亅

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

時
折
。
激
し
く
降
る
雪
の
中
、
団

員
は
、
機
械
器
具
の
操
作
。
搬
送
。

そ
し
て
放
水
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
。
国
見
町
赤
十

字
参
仕
団
（
　靴
田
久
男
委
員
長
）
に

よ
る
、
炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

歌
謡

と

ク
ラ
シ
ッ
ク
と

二
月
の

文
化

事
業

は
、

大
川

栄
策

歌

鋼
シ

ョ
ー
と
天

満

敦
子

の

ヴ
ァ
イ

オ
リ

ン

ー
リ
サ

イ

タ
ル

の
こ

っ
．

一
．一
日

は
．

長

い
下

積

み
時
代

を
経

た
後
、

’さ

ぎ
ん

か
の

宿
』

な
ど
の

ヒ

″
卜
曲
で

、
地

歩
を

確
立
し

た
大

川
の
歌

謡

シ

″
－

．

青
空
球
児
・
好
児
の
軽
妙
な
や
り

取
り
も
交
え
た
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
仕
立

て
。九

日
は
、
天
満
敦
子
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン

ー
リ
サ
イ
タ
ル
。

女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
あ
り

か
ち
な
、
線
の
細
さ
や
た
お
や
か
さ

と
は
異
な
る
緊
張
感
と
ゆ

。
た
り
と

し
た
骨
太
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
た

演
奏
。

聴
衆
は
、
心
ゆ
く
ま
で
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ放水訓練

▼炊き出し朋練

誕生おめでとう

f･のﾔ ， 侭:●al　ll内会
a 11141　･り吻江　 忠 曷　 夕t
児{ あ きら}良●　 遯‘肖・j幽

皰 介l･。Rt:りlt● i?哨| 第　 こ
,嘶Xj げ人 た}商橋 明,li ｡太田 川

躙 卜， ん)武Ⅲ富Jjl 宮　 柬
al にfl み14鳥　 滅 沌　111

(  あ さ )松浦　 麟 濔　1』|
結婚おめでとう

氏　　 名，　　　 ・y内会

人 川 占 輝　　　 源宗山呶
喚 山lll 晶　　　 桑折 町
Ⅲ 巾 ｎ 皀　　　 叫　 谷
喰 ４ 皈t r･　　 ぶj　出

おくやみ申しあげます

氏　　t1　　11 万齡　　 町内企

瓦 ４ を　Ｆ　　 ｓ　　 小　 坂

･廴 局　ｉ’　丶　　92　　 裲　 畩
胄 藝4 、 占　　91　　 石14田41

M 鮖μliエ門　　 攷1　　 嗔Ⅲ･F

111　11　ア ヤ　　72　　 人　 坂
む:崎 ヤ　f　　 ｓI　　 人 町.ll

加 藤･4f le　　72　　11 嗷

己 谷Iｓ 111　　111　　 ｔ ll匚y

Ｋ. ＆ キフ・　　 冫9　　19. 町

・ 蕀 き　1　　85　　1. 椈

|測 碵　j･･jJ　　92　　 廴・i 幽
圖lll きよl.　 漸　　･ 叭・jｔ

心配ごと相談
困 ¬たことやll談したいことかあるときは

お気軽にどうぞ．秘密は守ります．

場所： 役場 １２階）相旗室

（東側入口からお入りください）

時岡： 午前９時から12畤まで

３月５日 関 武田　 勲・高野 時子

３月15日 窗 菊地 平助・後藤 アヤ

ｒ　3  月 日11 古田　 捻・并砂喜代子

人 口 と 世帯

２月１日現在（ 前月比 ） １月中の動き

人　1二
-男5.6 人 ｛－ ｝）

一女6.  { 用 ｰ人(  -  8 )

一計蠅 .7  四人 ｛－ ９ ｝

転 入18 人

転出22 人

川生　 ７人

死亡　12 人

世帯 敷3  靆 09戸 （÷３）

編集

雑記
吻IS咲1･ たか

桜llまだかいな･･ｔ，

編集・発行　国見町総務課
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